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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月8日(2017.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つまたは複数のＦＡＤ２－１Ａ対立遺伝子内の変異、１つまたは複数のＦＡＤ２－１
Ｂ対立遺伝子内の変異、または、１つまたは複数のＦＡＤ２－１Ａ対立遺伝子内の変異お
よび１つまたは複数のＦＡＤ２－１Ｂ対立遺伝子内の変異を含む、大豆植物、植物部分、
または植物細胞であって、
　前記の植物、植物部分、または植物細胞は、対応する野生型の大豆植物、植物部分、ま
たは植物細胞により生産される油と比較して、オレイン酸含有量が増加してリノール酸含
有量が減少した油を生産する、
大豆植物、植物部分、または植物細胞。
【請求項２】
　請求項１の大豆植物、植物部分、または植物細胞であって、
　前記変異はそれぞれ、レアカットエンドヌクレアーゼにより誘導される、
大豆植物、植物部分、または植物細胞。
【請求項３】
　請求項２の大豆植物、植物部分、または植物細胞であって、
　前記のレアカットエンドヌクレアーゼは、転写アクチベーター様（ＴＡＬ）エフェクタ
ーエンドヌクレアーゼである、
大豆植物、植物部分、または植物細胞。
【請求項４】
　請求項３の大豆植物、植物部分、または植物細胞であって、
　前記ＴＡＬエフェクターエンドヌクレアーゼは、配列番号１８～３３のいずれかに記載
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の配列に結合する、
大豆植物、植物部分、または植物細胞。
【請求項５】
　請求項１の大豆植物、植物部分、または植物細胞であって、
　前記１つまたは複数のＦＡＤ２－１Ｂ対立遺伝子内の変異は、配列番号１６に示される
欠失を含む、
大豆植物、植物部分、または植物細胞。
【請求項６】
　請求項５の大豆植物、植物部分、または植物細胞であって、
　前記の植物、植物部分、または植物細胞は、導入遺伝子を含まない、
大豆植物、植物部分、または植物細胞。
【請求項７】
　オレイン酸含有量が増加してリノール酸含有量が減少した大豆油を生産する方法であっ
て：
　（ａ）１つまたは複数のＦＡＤ２－１Ａ対立遺伝子内の変異および１つまたは複数のＦ
ＡＤ２－１Ｂ対立遺伝子内の変異を含む、大豆植物または植物部分を提供するステップ；
および
　（ｂ）前記の植物または植物部分から油を生産するステップ、
　を含む、
方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法であって、
　前記１つまたは複数のＦＡＤ２－１Ｂ対立遺伝子内の変異は、配列番号１６に示される
欠失を含む、
方法。
【請求項９】
　請求項７の方法であって、
　前記の植物または植物部分は、導入遺伝子を含まない、
方法。
【請求項１０】
　１つまたは複数のＦＡＤ２－１Ａ対立遺伝子内の変異および１つまたは複数のＦＡＤ２
－１Ｂ対立遺伝子内の変異を含む大豆植物を作る方法であって、
　前記方法は：
　（ａ）機能性ＦＡＤ２－１ＡおよびＦＡＤ２－１Ｂ対立遺伝子を含む大豆植物細胞の個
体群を、内因性ＦＡＤ２－１Ａ配列を標的化する１つまたは複数のレアカットエンドヌク
レアーゼおよび内因性ＦＡＤ２－１Ｂ配列を標的化する１つまたは複数のレアカットエン
ドヌクレアーゼと接触させるステップ、
　（ｂ）前記大豆植物細胞の個体群から大豆植物の個体群を再生させるステップ、ここで
、前記大豆植物の個体群は、１つまたは複数のレアカットエンドヌクレアーゼをコードす
る導入遺伝子を含む、および、
　（ｃ）前記大豆植物の個体群から、１つまたは複数のＦＡＤ２－１Ａ対立遺伝子および
１つまたは複数のＦＡＤ２－１Ｂ対立遺伝子が不活化されている大豆植物を選択するステ
ップ、
　を含む、
方法。
【請求項１１】
　請求項１０の方法であって、
　前記の１つまたは複数のレアカットエンドヌクレアーゼは、ＴＡＬエフェクターエンド
ヌクレアーゼである、
方法。
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【請求項１２】
　請求項１１の方法であって、
　前記ＴＡＬエフェクターエンドヌクレアーゼのそれぞれは、配列番号１８～３３のいず
れかに記載の配列を標的化する、
方法。
【請求項１３】
　請求項１０の方法であって、
　前記大豆植物から、前記ＦＡＤ２－１Ｂ遺伝子座の少なくとも一部分を含むゲノムＤＮ
Ａを分離するステップをさらに含み、ここで、前記ＦＡＤ２－１Ｂ遺伝子座の前記部分が
、配列番号１６に示される配列を含む、
方法。
【請求項１４】
　請求項１０の方法であって、
　前記方法は、
　（ｄ）前記の選択された大豆植物を成熟まで生育させるステップ、
　（ｅ）前記の成熟した選択された大豆植物を自家受精させるステップ、
　（ｆ）前記の自家受精させた植物から、種子を回収するステップ、および、
　（ｇ）前記の回収された種子から生産された植物から、導入遺伝子を含まない分離個体
をスクリーニングするステップ、ここで、前記の導入遺伝子を含まない分離個体は、１つ
または複数のＦＡＤ２－１Ａ対立遺伝子内の変異および１つまたは複数のＦＡＤ２－１Ｂ
対立遺伝子内の変異を含む、
をさらに含む、
方法。
【請求項１５】
　少なくとも１つのＦＡＤ２－１Ａ対立遺伝子内の変異および少なくとも１つのＦＡＤ２
－１Ｂ対立遺伝子内の変異を含む、大豆植物を生産する方法であって：
　（ａ）子孫を得るために、少なくとも１つのＦＡＤ２－１Ａ対立遺伝子内の変異および
少なくとも１つのＦＡＤ２－１Ｂ対立遺伝子内の変異を含む第一の大豆植物を、第二の大
豆植物と、交配するステップ；および
　（ｂ）前記子孫から、少なくとも１つのＦＡＤ２－１Ａ対立遺伝子内の変異および少な
くとも１つのＦＡＤ２－１Ｂ対立遺伝子内の変異を含む大豆植物を選択するステップ、
　を含む、
方法。
【請求項１６】
　請求項１５の方法であって、
　前記少なくとも１つのＦＡＤ２－１Ｂ対立遺伝子内の変異は、配列番号１６に示される
欠失を含む、
方法。
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